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運営の現状と展望

― 富士技術出版株式会社の取り組み ―
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富士技術出版株式会社

所在地： 〒101-0047 東京都千代田区内神田1-15-17  いちご大手町ノースビル2階

Tel: 03-5577-3851 email: webmaster@fujipress.jp

事業概要

 学術論文誌の出版 （全雑誌 オープンアクセス，和文投稿可，無料の英文校閲サービス有）

 Journal of Robotics and Mechatronics (JRM)

 Journal of Advanced Computational Intelligence and Intelligent Informatics (JACIII)

 Journal of Disaster Research (JDR)

 International Journal of Automation Technology (IJAT)

 学会誌の委託出版

 知能と情報 （日本知能情報ファジィ学会）

 リハビリテーション医療DX研究 （リハビリテーション医療DX研究会）

https://www.fujipress.jp/

https://www.fujipress.jp/
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Journal of Robotics and Mechatronics (JRM)

編集委員長： 大須賀 公一（大阪大学）

⚫ ロボティクス・メカトロニクスに関する総合ジャーナル

⚫ センサー、アクチュエータ

⚫ 医療・福祉

⚫ 自動運転

⚫ 人間とロボットのコミュニケーション

⚫ 画像認識、AI、VR/AR

⚫ ロボット教育、競技会

など、あらゆる分野をカバー

⚫ 1989年に創刊され、35年の歴史を誇る

⚫ 現在までに累計3000以上の論文を掲載

⚫ 毎年最も優れた論文に優秀論文賞を授与、賞金も贈呈

⚫ Journal Impact Factor:  1.1 (2022)

https://www.fujipress.jp/jrm/https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jrobomech/ 

https://www.fujipress.jp/jrm/
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jrobomech/
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Journal of Advanced Computational 

Intelligence and Intelligent Informatics (JACIII)

編集委員長：廣田 薫（北京理工大学） 福田 敏男（名古屋大学）

⚫ 人工知能（AI）や知能情報処理に関する英文論文誌（1997~）

⚫ 最近のAIブームもあり，毎号平均20~25編の論文を掲載するな
ど，活発な分野を対象としている．

⚫ 雑誌の特徴

⚫ 投稿者層：日本・中国・インド等

⚫ 読者層：アメリカ・日本・中国等

⚫ アジアの様々な学会等と連携

⚫ WoS, Scopus, Compendex (Ei), DOAJに収録済

⚫ Journal Impact Factor:  0.7 (2022)

https://www.fujipress.jp/jaciii/https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jaciii/ 

https://www.fujipress.jp/jaciii/
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jaciii/
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編集委員長： 林 春男（京都大学名誉教授 越村 俊一（東北大学）

⚫ 災害・防災に関する英文学術雑誌（2006～）

⚫ 学際性があり、幅広いスコープを扱う。

⚫ 自然災害（地震、津波、洪水など）

⚫ 土木・建築・都市計画

⚫ 災害福祉

⚫ 感染症

⚫ 古地震・古津波, etc

⚫ 研究機関・プロジェクトの成果報告として特集号を企画・掲
載

⚫ e.g., 防災科学技術研究所、SATREPS

⚫ Journal Impact Factor:  0.8 (2022)

Journal of Disaster Research (JDR)
https://www.fujipress.jp/jdr/https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jdr/

https://www.fujipress.jp/jdr/
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jdr/
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International Journal of 

Automation Technology (IJAT)

編集委員長：光石 衛（東京大学名誉教授）

⚫ 精密工学分野における自動化技術に関する英文学術雑誌（2007～） 

⚫ 設計・生産技術・ものづくり

⚫ 工作機械

⚫ 産業用ロボット

⚫ 材料加工

⚫ 3D計測, etc

⚫ 研究論文のほか、企業からの開発報告レポートも歓迎。

⚫ 編集委員はアカデミアのみならず産業界からもお招きしている

⚫ 産学連携を重視

⚫ Journal Impact Factor:  1.1 (2022)

https://www.fujipress.jp/ijat/

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ijat/

https://www.fujipress.jp/ijat/
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ijat/
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沿革

 1963 創業（旧社名：富士外国市場調査株式会社）

 Techno Japan (旧Technocrat)英文技術紹介誌 刊行（1968-2001）

 1989 JRM創刊

 1997 JACIII創刊

 2006 JDR創刊

 2007 IJAT創刊

 2007 論文pdfをWeb上で無料公開開始

 2015 会社再編・再スタート
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2015年当時の状況

 旧態依然 新しい潮流に対応できていない

 冊子体が主力の意識

 DOIなし

 Webサイト

 デザインやユーザーインターフェースが古いまま

 セキュリティが甘く、海外にコピーサイトの存在

 ビジネスモデル

 フリーアクセス（エンバーゴあり）

 オープンアクセスと謳っていたが 、本当にオープンアクセスと言えるか？

 収益

 掲載料主体 

 冊子体発行・販売もあり

学術論文誌としてどうあるべきか、最低限満たすべき条件は何か

何処を目指すのか、何をどのように改善していくか
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検討課題

 オープンアクセスとは？

 定義の確認 グリーン、ブロンズ、ゴールド、ハイブリッド

 DOAJ（Directory of Open Access Journals）

 優良OA誌としての業界標準

 OA化とビジネスへの影響

 ダウンロード等有料化による収益可能性

 雑誌購読者への配慮、影響

 電子化の潮流

 コピーサイト

 著作権の取り扱い

 J-STAGEセミナーが情報収集に大いに役立ちました

感謝！

• グリーンOA
出版社による出版ではなく、機関リポジトリなどを利
用して、オンライン上で研究成果を無料公開

• ブロンズOA
出版社のページで無料で読むことができる形式。

• ゴールドOA
すべての記事と関連コンテンツを、クリエイティブ・
コモンズライセンスなどを介してWebサイトから無料
公開
エンバーゴ方式は認めない方向とおもわれる

• ハイブリッドOA
オープンアクセス記事とクローズドアクセス記事が混
在する方式である

• DOAJ https://doaj.org/

OAジャーナルの国際基準を満たす高品質な査読学術
ジャーナルのリスト。論文のメタデータも収録

https://doaj.org/
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方針決定

 DOAJ収載を目指す

 優良OA誌としての業界標準要件を満たす

 他誌に大きく見劣りしないサービス提供

 DOI登録

 自社Webサイトの更新

 2015年当時はJ-STAGEの登載要件を満たさず

 データ整理を同時に行う（書誌情報のデータベース化）

 donationモデルを試行

 冊子体の継続

 電子化進展に伴い冊子販売の減少を予想するが、5年間は継続し様子をみる

 ITAの改訂 DOAJ収載要件に対処
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経過

2015/12 サイト更新

 donation model、データ整理、サイトコンテンツ更新の省力化

2016/04 doi登録(全論文) 新規分+過去分 CrossRefで登録（JaLCではなく)

 初期は最低限の情報で登録。新規分は書誌情報も登録

 2017/06 過去分も含め書誌情報を登録

 Pdfにdoi表示、メタ情報追加

2018/05 J-STAGE登載開始

 登載要件緩和を認識したのは2017年半ば頃

 省力化の為、xml一括アップロードによる登載を選択

 xml作成能力は他でも役立つ (e.g. DOI登録, DOAJ等各種データベース)
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投稿規定(ITA) と Creative Commons, Preprint

 Creative Commons

 6種類のCC SA,ND,NCの3条件の組み合わせ

 NC：コンテンツ販売による収益確保が可能であれば有力な選択肢だが、収益の可能性は？

 SA： 引用者を制限するが、自社には大きな影響はなし

 ND：学術論文の場合問題ないように思われるが、翻訳やデータベース等の二次著作物に対する懸念

 CC BY-NDを選択

 OA誌はCC BYの推奨が多い。出来るだけCC BYに近いもの。

 著者プロフィール欄に写真あり。著作権譲渡時の肖像権の取り扱いが不明確 ＝＞NDにすれば問題回避

 Preprint

 早期公開の意味・意義・リスク SNS的

 Journalとの違い・棲み分け

 ポジティブ対応 Preprint投稿をencourage（但し、 Preprint情報の明示、査読前原稿のみ可）

J-STAGEセミナー 2018~2019

J-STAGEセミナー 2021
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DOAJ, Plan S

 DOAJ要件の厳格化 Gold Open Access, Creative Commons

 Gold Open Access化とビジネスへの影響

 ダウンロード等コンテンツ販売（収益は事実上放棄(弊社の場合), CC NC条件の場合は可能性は残る）

 冊子体の継続の有無 電子化の潮流

 冊子購読料：エンバーゴ期間も無いので冊子体を所有するためのみの購読料

 冊子体販売の大幅減少

 少部数印刷による印刷単価・印刷費用の上昇

 カラー料金：冊子体を印刷する場合のみ合理的

 ページチャージ と APC (Article Processing Charge)

 Plan S (by cOAlitionS） CC BY、著者の著作権保持が必須

 著作権譲渡モデルからライセンスモデルへ

 著作権譲渡の意味・価値

 著作権譲渡モデルを当面継続

 大きな変更を避け、CCの早期導入に集中

 将来のCC BY化に向けて、著作権譲渡書の記述を変更

 ライセンスモデルへの変更を目指す

J-STAGEセミナー 2019
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経過

2020/08 改訂版ITAの公開・施行

 日本語原稿の取り扱い

 CC導入

 Preprintサーバー

2020/08 pdfダウロード（エンバーゴ期間無し）

 donation model、データ整理、サイトコンテンツ更新の省力化

2022/01 DOAJ収載

 donation model、データ整理、サイトコンテンツ更新の省力化

他

 データベースとの連携 ⇒ EBSCO, ProQuest, ResearchGate, CNKI, etc

 ORCID情報の追加

 Fund情報の登録（FundRef)
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今後の取り組み、課題

 計画未達 （リソース上の制約、技術力不足）

 CC BY、ライセンスモデルへの移行（著者が著作権を保持）

 Webサイトの更新 （全文xml・html対応を含む）

 J-STAGE Data対応

 APC化（現在はページチャージ）

 電子化と冊子体の取り扱い

本講演の内容は、検討した当時の弊社としての判断に基づくものであり、一般的な正確性は保証しておりませんのでご注意ください。
資料内の各種要件等は、時間と共に変更があるのが通常ですので、最新の情報に基づいて確認をお願いいたします。

学術論文誌

 事務局は小規模組織が多く同様の問題を抱えているのではないか

 Critical Mass の視点

 連携という手段 ノウハウやリソースの共有による規模の確保

経営課題： リソース不足の解消 ＝＞ 規模の拡大、効率向上(DX)

J-STAGEセミナー 2022
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